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南極になける海洋観測

東北大学理学部附属浅虫臨海実験所

田村清

南極観測は「宗谷」の時代から数えて 1 9 7 8 年でちょうど 2 0 

年目を迎えた。 数度のきびしい訓練と身体検査を終えた記念すべき

第 2 0 次南極観測隊は夏隊 1 0 名、越冬隊 3 2 名、さらに世界初の

衛星中継をめざす NHK スタッフ 1 1 名なよぴ、朝日新聞社、共同通

信社の記者各 1 名の総勢 5 5 名で構成されている。とのうち海洋観

測担当員は 4 名(海洋物理 1 '海洋化学 1 '海洋生物 2 )で私は海

浮生物担当として参加したο1 1 月 2 5 日「ふじ」は多汝の人々に

見送られ、東京晴海埠頭を

出港 147 日間の航海に旅

立った コ (図 J 1) 翌日よ

り航走中表面海水をバケツ

により、

クロロフィル量を測定する

と同時に植物プランクトン

種同定のため、海水の一部

をホルマリン固定等の海洋

観測が 1 日 3 回 (8 ' 1 2 図 -1

1 8 時)が始められたっ 1 2 月 3 目、赤道を通過、 1 2 月 1 0 日

オーストラリア西海岸のフリーマントル港に入港した。 さわやか左

初夏のフリーマントルで隊員、乗組員の休息と生鮮食品の補給を終

えいよいよ 1 2 月 1 5 日南極昭和基地へ向け、強風大シケの中フリ

1 



ーマントル港を出港した。 1 日 3 回の観測を行ってきた我々は停船

を必要としない表面観測の間隔を 2 時間とし、昼夜を問わず 8 時間

交代で実施することとし、「ふじ」側の了解を得た。 つまり海洋観

測j 隊員 4 名を、 2 名ずつ、 2 グノレープにわけて、実施期間中は昼夜、

どちらかのグループが表面観測を行っているようにしたのである 。

というのは、フリーマントルを出てから南極大陸までには北から亜

熱帯収束線(冷たい亜南極表層水が暖かい亜熱帯海水の下へ潜入す

ることにより南緯 40--- 4 5 度付近に形成される潮目)。南極収束

線(氷が溶けた低温で低塩分の南極表層水が、南緯 5 5 度付近で亜

南極表層水の下に潜り込む)を通過するからである 。 ?とだ ζ の海域

は「吠 三 る 4 0 度」と言われているように暴風圏のまった?と、中にあ

るため海洋観測にも大き左危険が伴い、 1 2 月 1 6 日 8 時から、 2

時間々隔の表面観測を開始した我々は、ライフロープ\ライフベル

ト、ヘルメツトを着用し、特に夜 l司観測にないては艦側より 1 人以

上の監視のもとで行い、 2 人で必ず一緒に行うこととした。観測方

法は 5 (!容量ポリ製採水器をロープで・結び、海面に投げ入れ採水し

て水温を測定後、さらに化学分折用の水を項目別に計約 5 (!、生物

測定用(主に クロロフィル量) 1 0 (!の表面海水を採水する。採取

した海水は直ちに実験室 Uてないて分折測定を行う。分折測定が終る

とまも左く次の観測j 時聞がきている 。 夏の南極K近づくにつれ、夜

の時聞が段々と短くなり\この ζ ろ K は夜 1 0 時頃沈んだ太陽が朝

3 時頃には顔を見せるように左る 。 1 2 月 2 1 日南緯 5 5 度を通過。

1 2 月 2 2 日第一氷山発見O 寒さは次第に厳しく左り、水温、気温

ともに約 O 度 C になった。 1 2 月 1 7 日 1 4 時--- 1 8 時に亜熱帯収

束線を、 1 2 月 2 0 日 1 2 時--- 1 6 時に南極収束線を通過したこと

が確認され 2 時間々隔の表面観測は 1 2 月 2 3 日 O 時 K 終了した。
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その後も我々は開水面のある限り 1 日 3 回の表面観測を欠かさ左か

った。 1 月 2 5 日主燃料の在庫量、氷海離脱の難易、空輸可能量を

統合的 K検討した結果これ以上昭和基地との距離短縮に努力すると

とは得策で左いと判断し、過去になける観測隊では、最遠距離であ

ったが 3 9 ・ 8 海里(約 7 2 K m) 地点を最終的左空輸拠点と決定、

越冬隊の交代、越冬物資の輸送に全力をあげるため、アイスアンカ

ーを取り長期係留した。輸送の合い聞に我々 ;ま定着氷上になりて「

ふじ」から 4 0 0 m の地点で約 1 m 四方の穴をあけ(氷厚約 1 m) 

各層観測を実施した。機械を持ち込め左い氷上での手作業はかなり

の労働力を要する。氷はいつ割れるかわからず生命の危険をともな

うが艦との連絡を密 K し左がら安全を保ち、我々は海洋観測j (プラ

ンクトン、クロロフィル量など)を 1 6 層にわけで実施するととが

出来たっ輸送なよび基地周辺での観測を終えた「ふじ J は、ブリザ

ートによるセスナ機破損のため、急、に夏隊として帰国するととに左

った 2 名の隊員を加え、 2 2 日関係留した定着氷から 2 月 1 7 日反

転、 2 月 2 3 日氷縁離脱に成功し、暴風、大シクの中、北上を開始

した。氷海内では全く揺れなかったため、久しぶりの大揺れに気分

の悪い人の多い中を、海洋観測j 担当員は各層観測の打合ぜ、準備に

走り回り\翌 2 4 日から 3 月 1 日まで、 1 日 1 回の観測を実施し、

3 月 1 ヨ 0 時から往路で実施したように、 2 時間々隔の表面観測を

並行して行うという、ハードスケジュールを消化した。例年に左く

静かな暴風圏とはいえ、甲板に出る ζ とは禁止され、やむ左く観測

を中止したとともあった。 3 月 5 日 O 時に亜熱帯収束線を横切って、

インド洋に入ったことが確認された時ホツとした我々観測隊員だっ

た。我々はこの他、一つの観測点で数時間、停給して実施する各層

観測(細いワイヤーロープに温度計をセットした転倒採水器を所定

の間隔で取り付け、これを巻揚器を用いて観測船から下ろし、海面
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下各層の水温を測定すると同時に各層の水Kついて、プランクトン

の採集と水質の分折)も行った。 ところが「ふじ」は、観測船、砕

氷船であると同時に、越冬隊員の交代なよび越冬隊等の物資輸送と

いう最大任務があるので、通常早期の基地到着をめさすため、この

観測を実施できるのは基地周辺で輸送の合い問、なよび輸送を終了

し、氷縁を離脱し帰路につく問、特に基地~モーリシヤス司の各域

に限られた。 私はここで南極での仕事の一部を紹介することが出来

たが、まだ沢山紹介することがありますが、またの機会 :て したいと

思います。

近況報 とと
にコ

神戸大学理学部附属岩屋臨海実験所

広田清次

此の度、神戸大学岩屋臨海実験所が建て替えに左ります。 叉、実

習船が新しく建造されていますが、機関誌が諸氏の手元に届く時に

は完成している事と思います。

当、岩屋臨海実験所は昭和 3 8 年に淡路町より土地建物の寄附を

受け、大改修発足して以来、補繕して来ましたが、建物も老朽化し

新しく建て替える事に左りました。

7 月初句に移転作業を始め、現在仮移転先に移りました。仮移転
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先は燐寸製造工場跡、である。

昭和 4 1 年文部省より官制上教育実習施設として認可されて以来

1 7 年、現在、榎本助教授が所長をしている、初代所長は広瀬弘幸

教授、二代目は須田省三教授、昭和 5 8 年 4 月より榎本幸人助教授

で三代目であるつ

現在、実験所には博士課程大学院生 1 名\修士課程大学院生 2 名

が勉学している 3

今までの実験所は木造瓦葺きである、改築する建物は鉄筋コンク

リート二階建、-!J皆 4 8 0 nt.... 二階 4 8 1 nr で完成は昭和 5 9 年 3

月である。

叉現在使用中の実習船「なのころ」は昭和 4 4 年に建造された鉄

鋼船である、外板厚み 3 0 3 ミリであるため手入れは特に注意をは

らってきたが 1 0 数年経過すれば修理;ても限度があり、此の度 FR

P 船に切り替える事となり\現在建造中で完成は 1 0 月の予定であ

る。

船の登録長さは 110 9 5 m 、幅 2. 9 4 m、深さ 1. 0 0 m 、

総屯数 8. 5 屯\最大搭載人員 2 0 名、ヤンマーデイーゼル 3 5 0 

馬力である。

尚、此の度は機関誌発行委員の並々ならぬ努力により機関誌「臨

海。臨湖」第 1 号が創刊されました事で技官一同さらに親睦が深ま

ることと思いますっ委員諸氏の御苦労御礼申し上げますっ

今後ともよろしくな願い申し上げますO
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t白 木目
λとユ 1I占、

島根大学文理学部附属隠岐臨海実験所

斉藤博

全国臨海。臨湖実験所のみ左さんな元気ですか。本日機関誌第 1

号の発行にあたり心からうれしくよろこんでいる者ですO 発行につ

いては数年前からいろいろと協議されていましたがととに第 1 号を

見ることができる.のは感深いものがありますO 磯崎幹事をはじめ編

集委員の方々にはこの間いろいろと御苦労左されたとと深く感謝し

ていますO 御承知の通り我々は各地に於て日頃その目的達成の為に

努力しているわけですが第 1 0 記念研修会議も昨年の決定にもとず

き沖縄で開催されようとしています、これを機に一層精進すること

を話し合いたく思います。ふり返って見るととの研修会議の発足は

岡山大、玉野実験所で 4 9 年 1 0 月 2 6 日から 2 7 日にかけ第 1 回

が開催され当日は 1 6 校から 2 5 名.の方々が出席され盛大念会であ

ったととを記憶しています、発足にあたり吉田先生、大氏先生をは

じめ全国の諸先生方の御理解と御指導をつい ζ の頃の様に思、い感謝

致している者です。我々全国臨海臨湖実験所の業務 K たずさわるも

のは云ふ迄も左く特殊性のある仕事、日頃頑張って働いているもの

の年 vc 1 度この会を通して他所の内情も知り今後の仕事上の参考に

したり実験所共通の問題点をある程度うきぼりにして討議したもの

です。私も所長はじめ事務局方々の御理解を得て今日迄 6 回出席さ

せていただきました、出席する度K皆さんの元気な姿を見たり会議

内容も年々充実して行きこの会の必要性を感じ一段と勤務にむける

責任の重大さを感じるものです。
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昨年 1 0 月幹事磯崎雅夫氏より「技官研修会議の今後の方向及び

次期開催地」叉参考資料として「研修会議の推移」を受けられ皆さ

ん御覧になったと思います。この中に切実に記るされていることを

想い出されると存じます、開催候補地の選定についての各所の事情、

今後もこの会議を持続させる Kはどんな方法がよいか、叉出席者を

1 人でも多く参加させるには如何左る手段を効じるか。 400 0 字

に及ぶあの文書を拝見してじっとしていられ左い気持がしました。

幸いみんなの御理解と御決意で第 1 0 回記念会議を沖縄で開催する

ことになり今後一層発展する上にも真意で討議しようではありませ

んか、年に 1 度の会合も諸般の事情でいろいろ取り沙汰されようと

して折に今とそ我々同志が一丸となって奮起しようではありません

か、なたがいに遠地のととなれば日頃の苦労談義はもとより連絡さ

え思いのままにはとれない現状です、何か連絡状況の一端でもとれ

たらと願っていたのに機関誌第 1 号を見ることが出来、皆さんの御

活躍の様子も多分に伺われると思い今から心待ちをしてなりますO

云ふ迄も左〈 ζ の機関誌は我々交流の一つの場でもありますたと

え細くても長くいっ迄もつづくととを祈りつつ。

海水送水 V L P 管内の錆に就いて

広島大学理学部附属向島臨海実験所

藤本英明
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各臨海実験所 Jてはどん左海水送水管を使用してなられるのでしょ

うか。当実験所には海水揚水ポンプで宿舎屋上の海水タンクに揚水

し、タンクより内径 50mmVLP 送水管で本館 1 階床下よりだん

だん内径が少径に左り各

研究室・実験室へ" 2 階

は 1 階の天井内を配管し

内径 5 0 m m でだんだん

内径が少径になり、各研

究室。実験室に配管なれ、

海水流し場では内径 1 3 

mm で 4 分の蛇口が取付

けてあります。

年々送水管内に錆が出

て出水量がすく左く左り‘

次第に使用不能量となり

ます。

VLP 管自体は良いの

ですがVLP 管のネジの

切口部に鉄が出るためそ

こから鋳が出てだんだん

と広がり、叉ソケット。

エノレポ。チーヅ・オトシ等の継手からも錆が出て出水不能と左る様

礎堅手の内側{二 I~樹脂塗主主がしであるが、トさ'.'で次第 Jこ I~f-:落ちで

書矢8俸が出て来て績を也T.

/
ム
「

VLP 管
エルボー

ぶ、 錆びゆ帽した掛
チーツ

に思います。

同じ錆でもさびのきいた声で都々逸や端唄を聞くのは良く、叉わ

さびのきいた刺身ゃにぎり寿司等は好物です。

以下ななげさな書き方ですが、送水管 K錆が付くと人体の病に馨

えて腎・尿管結石で薬物によるか、手術するかです。

8 



送水管も錆で詰った場合手術(管のネジ部をはずして修理するか、

ビニール管 iて交換)するしか治癒退院の道は左い様ですO

実験所にないて海水は人聞に嘗えて血液で送水管は血管で錆は血

液及び血管の病気かと感じます。完全な送水管を望む次第ですO

海 底 秘、 話

岡山大学理学部附属牛窓臨海実験所

磯崎雅夫

水圧は鼓膜に酷し一身K 力をこめて潮流に潜る

耳抜きを繰返しつつ水圧の痛み解しつつなを深潜る

徴進する水深計の針腕み耳圧調整へ左な潜り入る

長年のアクアラング潜水採集で只の一回、笑いどとでは済まされ

ぬ苦い(今と左つては貴重左? )体験をした。全く面喰らった。潜

水仲間の大ベテランにも色々と尋ねたが未だに誰一人体験者K は出

会は左いし、潜水の専門書にも記載されているのを見た事が左い。

よほどのツキがあったものだと今でも時々思い出している。驚く

なかれそれはアクアラング潜水中、海底でのクシヤミである。

予期せぬ事ではあり、何の対処方法も教えてもらった事も、話に

も聞いた事は左かった。ヒトデ採集作業中の出来事である。

耳圧の整った 2 0 数 m の海底でクシヤミを催した。浮上すべきか?
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左んとか治まるのでは? クシヤミを止めるオマグナイは? とら

えにこらえた揚句大爆発をした。内外圧の均整を破った鼓膜は激痛

し、口にぐわえたマウスピースは吹っ飛んだ。呼吸停止だけ左らま

だしも強圧の海水をザツプリと味わった。もう少し深かったら恐ら

くオダブツのクースもあった事だろう。

潜水講師の琉大中村さん!潜水士受講者に講義をする時に是非共

次の一言を付け加えて頂きたい「潜水中に万一クシヤミを催したら、

馬鹿左事は考えず、直ちに浮上すること」。

技官研修会議発足から 1 0 年

高知大学海洋生物教育研究センター

井本成彬

私が岡山大学玉野臨海実験所の磯崎雅夫技官に最初にな逢したの

は、昭和 3 7 年頃ではなかったかと思いますO

吉田正夫先生と、宇佐へガンガゼの採集K来られた時でした。 夕

食後にいっぽいやり左がら、実験所の現状や生物相について話し合

ったものです。

その後、私が出張の時K何度か玉野臨海実験所で宿泊させて頂き

ました。磯崎技官は、全国の臨海。臨湖実験所の技官が一度集って

話し合う機会を持つてはどうだろうかと言われ、私も賛成はしたも
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のの開催と左ると大変念事で、まして臨海・臨湖実験所の技官にと

って、始めての事で、はたして現場の皆さんが出張出来るだろうか、

私達にとってまったく見当のつか左いものでした。

しかし磯崎技官の開催についての熱意は吉田先生K賛同を頂き臨

海。臨湖実験所長の先生方からも、ど理解とど協力を頂けるまでに

左っていた事ですO

こうして昭和 4 9 年 1 0 月 2 6 日に最初の会が玉野臨海実験所で

開催されることに念りました。このような、現在の技官研修会議の

基礎となる機会を与えて頂きました玉野臨海実験所の吉田先生はじ

め職員の方々に心から御礼を申し上げる次第ですο

第 1 回の会議で、現場技官の方々と逢って感じた事は、はじめて

にもか L わらず、何回か逢ったよう左親しみを感じたものです。

そして、和やかに、叉楽しく、しかも盛会であった事が、出席者の、

第 2 回への開催の希望と左って、会議の名称や取りくみ方について

話し合った結果、技官会議として(その後技官研修会議と左る)発

足の運びとなったのです。

第 3 固には会の運営をスムーズに進めるための幹事 a 副幹事を選

び、正式に技官研修会議としての、かたちを整えました。

会議では業務上の問題で実験所聞に相違がある場合などは、会議

の要望事項として、所長会議に訴えることによって、改善への道を

開く事が出来たのは大きな成果であったと思います。

このようにして、会議も回を重ねるに従って話し合いながら、問

題点を解決し方向づけが出来ていったように見えます。

しかし、第 5 回を宇佐でとの希望で、事務局をひきうけましたが、

今迄に出された問題もある程度解決されたので、新た左議題作りを

考へる時期になりその内容について苦慮、しました。幹事に相談しな
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がら、とちらで考えて結論を出さ左ければと思い、議題を「今後の

研修会議のあり方について j として出席の皆さんと話し合い、業務

上での経験左ど、はば広く発表してはどうだろうかとの意見が出さ

れました。この試は技官会議の特色を生かした、発表内容と左って、

会議も充実して来ました。

とうして学内外共K研修会議も広く認められるように左りました。

今年開かれる第 1 0 回は記念すべき年であると同時に、沖縄での

会議をひとつの区切として、技官研修会議が第 2 0 固に向って大き

く発展していく事.を願っています。

カジメの移植について

高知大学海洋生物教育研究センター

井本善次

最近、実験所周辺の海岸も磯焼けが進み種々の生物 。 海藻左どが

へり、また魚類左どの生育場所が左くなりつつある。その対策とし

て、当実験所では過去 5 年にわたりカジメ移植を行なってきました。

そとで、その移植方法についてその変化をたどり報告します。

最初は一般建築用ブロックに金網を用いてカジメ成体を固定した

(図- 1 )。次にはブロックでは左く天然、石を用いて、金網でつつ

んで固定した(図- 2) 。金網を使った方法は、海中での腐食が早
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く短期間で金網が朽ちることと、根元が

金網ととすれ合うために切れてしまうと

いう欠点があった。

そこで次にはゴムバンドを用いて固定を

行った 。 ゴムバンドは手製のもので 3 本

を使用して固定した。最初は天然石に直

接固定する方法であったが、釘がとなら

ないため、海中に沈んでいた大きなコン

クリートブロックに固定した(図- 3) ，コ

この時作業はすべて海中であり、釘をコ

ンクリートにうちつけるのが難しかった。

しかしゴムパンドを使用したことによっ

て、以前の様に根元が切れることはなく

なった。大き左コンクリートブロックで

は作業が大がかりで費用も高く左るため、

一般建築用のブロック K カジメを 1 本づ

っ前述のゴムバンドを用いて固定する方

法を次に行った 。 はじめは 3 本ともブロ

ックに釘だけを用いて固定していたが、

釘がはずれやすいことと、ぴったりと固

定できないことから竹を 2 本使用する方

図 -1

図 -2

法を行った。 これはブロックの穴に 2 本 図ー 3

をとなし、 2 本のゴムバンドをかけるのである。もう 1 本は釘を使

用し上面に張ること に した(図- 4) 。 この方法だと非常に固定が

よく茎が根元から切れることもない。 またゴムバンドを使用した場

合、はずしたい時に簡単にはずせるという利点がある。(新しい根
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ができる時、ゴムバンドがじゃまに左っ

ていることがある。)またはじめの頃は

船上でカジメをブロックにつけそれを海

中 K運んでいたが、これでは 1 0 0 ブロ

ックを移植する場合かなりの回数を往復

し左ければ念ら左いので、まずゴムバン

ドをつけたブロックを先に沈め、海中で

並べてからカジメを取り付けるという作

業にした。またブロックには全部番線を

通して 1 つのかたまりとし、四隅は近く

の大き左岩にひかえをとり波浪で飛ばさ

れ左い様にした。

このようにカジメを移植した後も、波

浪によって消失するととも左く、移植場

所を中心~'L 30m ぐらいの範囲 K カジメ

の幼芽が生育している。
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台風 十号

(8 0 54. 10 ' 18) 

九州大学理学部附属天草臨海実験所

後藤勲

私達技官は毎年台風のシーズン代左ると台風の発生、勢力、コー

ス左どに充分注意をして船船を管理してなります。

富岡港は天然の良港と言われてなりますが、南側が広く開いてな

り\したがって南寄りの風には弱く満潮時は波も大きく左ります。

調査艇あまくさは常時港内中央附近の実験所地先百 m 位いのと ζ ろ

にあるプイに係船してなります。そのブイは銅製(直径 1 m) を F

RP でカパーしてありチェーン(径六分)の長さ 25m 2 本を錨 6

o K 2 本で左右に張って固定してなります、台風の時は進路、風向、

勢力によって予備の錨 5 0 K を補強してなりました。

台風 2 0 号の接近もテレビニユースで進路、勢力、上陸予想地点

など把握して台風にそ左えてなりました。

当日の天候は朝から曇りで北風が 3--4m位いの風速でした。午后

3 時頃になっても相変らず北風で雨もたいしたとともありませんで

した。係船しているところは北風には強い場所なので心配は左く南

風に変る時に予備の錨を入れることにして一応様子を見ることに決

めました。その時刻JVL 港内 VL 1 般の小型タンカー(約 200 トン)

が避難してあまくさの風上約 100mVL投錨した。その時はその小

型タンカーが走錨してくるとは夢 K も思いませんでした。当夜は私

が宿直でしたが今の様子だと台風も北風なら心配は左いだろうと思

っていたのです。

1 9 時 3 0 分頃風雨とも一段と強く左ったので外に出て船の方を見
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て驚きました。風上にいた小型タンカーが走錨して風下え流されて

くるのです、その風下にはあまぐさを係船してなります。私はすぐ

タンカーにあまくさの位置が確認できるよう投光器で照しました。

タンカーでは船首で左右の錨を揚ている様子ですが風が強くなか左

か操船の自由ができ左いようです。 そのうちに船体が接触するので

はと心配しましたがどうにか換ることができるようでした。 こんど

はタンカーの錨が係船ブイのチェーン '1[ ，rc からんだようで、あまく

さもタンカーと〉もに風下え少し流されていきます。すると今度は

タンカーが錨を揚終りチェーンがからんだま〉で風上 lて向って前進

を始めました。するとあまくさも曳航された状態で動きだしました。

私はすぐ所長へ電話で連絡をして、叉すぐ外K飛だして見ると投光

器の光の中にいたタンカーとあまくさの船影を見る ζ とができませ

ん、さっそく投光器がある屋上に上って投光器を動かして、風雨の

中、目を皿のよう K して港内を探すと問題のタンカーだけが風上に投

錨してなりますが、あまくさの船影を見ることができませんでした。

その時刻の瞬間風速は 35m を記録していた。その時点ではまさか

2 本のチェーンが同時 K切断されているとは思ってもいませんでし

た。風下のどこかに浮んでいると思っていた。

すぐ全所員に連絡をして集合してもらい手介して風下の港内を探

しましたが船体を見つけることはできません。もしかしたら岸壁に

激突して沈没しているかとも思いましたが船体の破片も浮いてなり

ません。さらに車で港外の風下まで行きますと係船していた所より

約 7 0 0 m 風下の海岸のテトラポットに無残、あまくさが横?とわっ

てたのです。その時はどうする事もできず午前 0 時の干潮になって

から船体が流失しないようにロープで固定をした。係船ブイを見る

とブイとチェーンにタンカーの推進器で鋭く切断した後片があった
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のです。 チェーン 2 本切断するとは。

夜が明けて風波ともなさまりましたので、さっそくタンカーに乗

船して昨夜の事故の件を話すと、自分達は港内の養殖イカダの方ば

かりに注意していたので係船していたあまくさには、まったく気が

つきませんでし fとと言うことでしたが現場でブイとチェーンの切断

個所を見てもらい加害船であると認めてもらうことができた。修理

は加害者の保険で修理をして貰いましたが完全に直るまで 3 ヶ月近

くか〉りました。

その後あまくさにも自動点滅式の碇泊灯を設置してなります。

本当に台風は想像もできない事が発生するということを肝に銘じ

た次第ですっ

追想

熊本大学理学部附寓合津臨海実験所

嶋崎三男

昭和 4 1 年 5 月 1 6 日付で実験所勤務が決まり、仕事の内容もま

まるでわからぬまま 7 月の臨海実習時を迎えた。ただ学生の世話を

する事だけで夢中充、った 。 今のように天草ノぐールラインも調通して

ならず、食事用の買物と言えば小さなテンマ船を漕いで合津港まで

出かけて行った。 当時は子供も小さく、食事の準備でせわしい時左

どかまってやれず泣き疲れて眠ってしまう姿を見るのが一番辛かっ

たように思う。秋にはノミールラインも開通し、陸地が便利に左ると
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観光地として発展し旅館や民宿が多く左り海水が汚染され、動物や

海藻の少なくなるのが年々自に見えるように左った。

見るもの聞くもの、まるでわから左い事ばかり、先生方にしてみ

ればさぞかしもどかしかった事と思う。でも私達はただ必死だった。

そん左事のくり返しでいる時、昭和 4 9 年岡山大の磯崎さんより

1 通の手紙を受取った。 「第 1 回国立大学臨海臨湖実験所事務系職

員懇談会 J の通知?とった 。

今考えると大変幸せな事だったと思う、私達を 2 人して参加させ

て下さった。皆さんと話しが出来る事に不安と希待の気持ーばいで

玉野へ向った。 2 日間目を皿のようにして見たり聞いたりした。 そ

のためか当時の事が一番印像K残っている、始めて逢う人達とは思

え左いほど皆左気さくな同志だった 。

早いもので研修会も今年は 1 0 年自に在る、沖縄までは旅費も大

変だろうと思うけれど自らでも 2 人で参加し、 1 0 年前を振返り反

省の場にしたいと頗っている 。

原稿左どまるで緑のなかった私達が「臨海 。 臨湖 J の発行で一言

思い出を書いてみた。
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K いろいろと金と

労力がか込りまし

海底から取られた

5 年間

ダイバーによって

との 1た。

トデを陸揚

穴を堀り埋

オニヒ

げし、

める作業をしてま

そのよう左オニ

トデ駆除後の処

いりました。

ヒ

理方法があまり K

も金と労力がか〉

金労力、る事K何かもっとスピーデイ - (tL しかも、

のか込ら左いよい方法はないものかと考えてまいり

ましたところ 。 o • 0 . 真水による処理方法ですO

8 月 K実験をしてみま

まず海底からダイパ-(tLよって船K上げられ
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たオニヒトデを真水の入ったタンクに 2 時間程入れてなくと死ぬの

でそれをすぐ海に捨てるので、能率よく処理する事が出来ました。

一人のダイパーが 1 0 0 0 尾も駆除する事が出来ましたので従来の

3 分の 1 の労力で、効率よく、処理する事が出来、しかも捨てられ

たオニヒトデは海中の魚のえさと左り、一石二烏でこの実験は成功

致しました。

この実験には発生学の上原助教授にも御協力を頂きました。今後

さら K細かい実験をして行くつもりでなりますO

サンマの手掴み漁

所
一
験実
喜
海臨
見
渡佐
石
属附部学理学大潟新

佐渡で一番魚類相が豊かになる季節は、梅雨の頃である 。 この頃

のサンマについては、寝て待てのたとえが古くから言い伝えられて

来た。 この言葉はサンマ手掴み漁K 沖へ行き、漁船にサンマが近寄

ってくる(俗 K付くともいう)までの問、のんびりと魚待ちする状

態を表現している 。

そこで、日本海沿岸の対馬と佐渡だけに、行われているサンマ産

卵群の手摘み漁について紹介したい 。

なな、佐渡ではサンマをパンジヨウと呼んでなり、一般には「パ
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ンジヨウつかみ」と言われている。まず磁船(全長 6 メ ー トル)の

長さほどのコモ(藁で作った米俵、荷づくり用の廷など)を 3---4

枚、ひとかかえほどの海藻(軟らかなホンダワラ類)なよび藁縄 2

o ---3 0 ヒロを用意して出漁する。

朝 9 ---1 0 時頃 K 出港し潮目近くか魚影のある所で停船し、両舷

より海藻をしばりつけたコモを海に浮べる。余ったコモは縄に結び、

船尾(トモ) より流してなく。このようにして\サンマの産卵群が

物影を見つけて接近するのを待ち受けるのである。早ければ 3 O ,_, 

4 0 分で来遊するが、半日や 1 日待っても寄りつか左い場合もある。

とのように、サンマの手掛みができるようになるまでの間を「サン

マを寝て待て」と言うのである 。 時 K は熟睡してサンマの来ている

のがわからず、海、を逃してしまう事もある。サンマが船の近くに集

まり、やがてコモの上にはねるように左ったら船の舷より海中 K 両

手を入れて指をいっばい広げ、手をひらひら魚のように劫かすO す

すると、サンマは仲間が産卵していると感ずるのか、指と指の司に

入って来る。その時、あわてずゆっくりと指を閉じ、ギユーとつか

み、 2 尾 3 尾と船上へあげる 。

サンマの掴み取りは、産卵期のサンマの習性をうまく利用した一

風変った漁法である 。
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実験所雑感

な茶の水女子大学理学部附属館山臨海実蜘庁

青山公夫

夏の喧 l喋が終つ?と海は静かに潮が引き一面の砂地を見せている。

都会の人達にとって楽しく安全左遊び場も、海水を引き動物を飼育

し左ければなら左い実験所には誠に危介左ものである。砂、の移動で

敷設した導入管が外れたり、時化れば砂が舞い上り管を詰らせてし

まったり、実に様々念障害が起ってくる。

1 0 余年施設のトラプルがいろいろある中で、館山の場合は海水

タンクが一番問題で揚水装置に真空タンクを使って居る為構造が複

雑で、気密の完全性が要求され整備及び管理が難しい。吸水館(エ

ンピ管)の一部に細かいヒピが入っているのを発見できず\ 1 0 年

間も揚水に苦労し左ければ左ら左かった。

各実験所は所在する地形により様々左工夫改善が人々の努力でさ

れている。 ζ の様左経験や方法等を話し合う場が欲しいと言う要求

が、各技官の聞に高まって居る事を知ったのは、たまたまタンクの

構造を知りたく、地形の似ている岡山大玉野を訪れた折であった。

磯崎氏の話を聞き、吉田所長の励ましを知って、私も心から賛成し

?と事が思い出される。

各所長及び各技官の努力で形と左り技官会議が開かれて、 1 0 回

を迎える事が出来たのは嬉しい事である。 ζれによって技官相互の

親睦と技術の情報交換がされ、全国に同じ苦しみや悩み、本校から

離れている職場の弧独感を癒す場を持てた事を、本当に良かったと

思って居る。
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回数を重ね、会場や出張費等解決される問題もあるが、何とかと

の壁を破り、会議を永続させる方向を探ら左ければ左らないと思う。

今は技術的にも多様に高度になって来て居る時代である。益々意識

の高い意欲的左青年達が一人でも多く集まる職場にして行かなけれ

ば左ら左い、叉失望失意故に有為左人材が去って行く事の左い様念、

土台作りが急務であると思われる。

益々の会議の発展を心から祈る者である。

潮間帯水槽になける造波装置と潮汐装置

京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所

山本善万

瀬戸臨海実験所附属白浜水族館では、 198 1 年秋K 第 2 水槽室

を改築した機会に潮間帯水槽を増設した 。 この水槽は間口 9m、奥

行き 3 m" 水深 0' 6""1> 2m で\中央に岩組みがあり(図 1 ・

次頁)、潮間帯や潮溜りの生物をうまく飼育し、機の景観を再現で

きるよう、造波装置と潮汐装置を組込んだ。

造波装置は、実際の製作に先立ち、 1 0 分の 1 の模型水槽でいく

つかの方法をテストした結果、フロート式とした。これは断面が逆

三角形のフロートを水面にセットし、定速モーターの回転を、プー
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図 -1 潮間帯水槽

リーで滅速し、 クランク K より上下運動 K変換したのち、 フロ ー ト

K接続して毎分 5 7 回の波動を起とすも のである。 (図 2 ) フロー

トの頂角は試行の結果、 6 0 度が最適であると判断した。

造波装置は、 本体、 取付台、 フロートの 3 部分より左り、 水槽の

一隅 K設けた造波ポケツ ト K設置するためコンパクト K設計した。

本体と取付台のフレー
室 5宣告Zi子同法主ピ.s--~司Jも毛主

ムは、 L 型鋼でできてな

り、 フロ ー トは、 耐水合

板の本体VCFRP コーテ

イングしてある 。 フローー

トの天板K は 、 フロート

ロツ ドを取付け、 それに

は、 振れ止めが組込んで

ある 。 振れ止めを取付け

台 VCU ポノレトで固定し、

本体の連接棒とフロート

ロ ツ ドを接続する。 フロ
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ートロツドと振れ止めの摩耗を防ぐため、オイラーを設け上下運動

を円滑K している。

潮汐装置は、サイフォン式の簡単左もので、給水方式K合わせて

使い分けしている。開放式の場合、

給水量が少左いためサイフォン I を

使い、循環式の場合は、給水量が多

くサイフォンの切れが悪いため、図

3VC示す改良型(エレファントサイ

フォン)を使っている 。

との潮汐装置は、サイフォン I を

使用した場合、 1 日 VC4 回の干満を

繰り返し、潮差は、 70C IJ;1である

。 また、エレファントサイフォンの

場合、議過槽の漉過能力や貯水槽の

容量の都合で潮差は、 40cmVC な 図 -3

さえ、約 3 0 分間 VC 1 回の干満を繰り返している。

付属設備として、次の 2 装置も設けた。

造波自動制御装置:潮汐装置K よる水位の変動から、造波装置が、

低潮時K無負荷K 左り、フロートロツドの摩耗を早めるため、低潮

時 Kは自動的K運転を停止させる。

ガラス面自動洗糠装置 :こ の水槽は半水位であるため、水面より上

部のガラス内面K汚れが付着しやすい。とれを除くために別のサイ

フォンを用いて、約 6 分毎K ガラス内面 K撤水する。

以上のよう左装置を用いて、潮間帯水槽が、自然状態 K近づける

か、今後、光量不足、水質保持、等の問題点が残されている。
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能登半島内浦沿岸の海産動物

金沢大学理学部附属能登臨海実験所

新谷 力

又多政博

能登半島内浦沿岸の海産動物について、昭和 5 6 年 3 月に刊行さ

れた石川県内浦町史(第 1 巻)に海綿動物 1 0 種、腔腸動物 4 4 種

\有櫛動物 3 種、扇形動物 7 種、紐形動物 2 種、由形動物 2 種\星

口動物 3 種、環形動物 1 8 種、触手動物 2 4 種、軟体動物 302 種

、節足動物 108 種、毛顎動物 6 種、有委員動物 1 種、東京皮動物 5 6 

種、原索動物 1 9 種、脊椎動物 211 種記述したが、其の後今年 8

月までに新たに記録した動物 1 7 種を報告する。

紐形動物

Lineus pipelatus STIMPSON りゅうきゅうひもむし

節足動物

Ammothella biunguiculataωOHRN) ふたつめうみぐも

Cleantielloisopus CRUBﾘ いそへらむし

Caprella simia MAYER かまてわれから

Heptacarpus futilirostris (Bate) あし左がもえびもどき

Sclerocrangon boreas PHIPPS きたざこえび

Galathea pubescens STIMPSON けぶかこしなりえび

Dardanus arrosor 但ERBST) よこすじゃどかり

Mursia trispinosa PARISI みつはきんぜんがにもどき

Acanthophrys spinosus MIER~ とけ.かいめんがに

Charybdis acuta (AoMILNE EDWARDS) べにいしがに
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Actaea ruppelli orientalis ODHNER けぶかあわっぶがに

軟体動物

Tristichotrocnus haliarchus ~LVILU 

Haloa japonica ~ILSBRn 

原索動物

ぶどうがい

Adagnesia vesiculiphoran SP 

脊椎動物

Decapterus russellii ~lipPELU なあかむろ

ひらこまがい

Heopercis sexfasciata ttEMMINCKetSCHLEGEU くら

かけぎす

尚、技官各位で御希望があれば、上記の内浦町史(第 1 巻)海産

動物の項のコピーを、喜んで御送付申し上げる。
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編集後記

数年前 K技官会議の席で機関誌を出してみたらという話しが

出されたのがきっかけで、とこに機|菊誌、「臨海 。 臨湖」第 1 号

を発行することになりました。機関誌といってもまだまだ十分

左編集を行左う余裕が左く、今回は皆様から寄せられた原稿を

原文のままタイプ.で打ち小冊子としてまとめたにすぎませんで

した。今後の課題としていろいろな問題点や検討すべき点が残

されていると思いますがとの機関誌を長く続け、この機関誌が

皆様の親睦を一層深めることにな役に立てれば幸いです。

また貴重左時間をきいて原稿を書き送って下さった方々、御

指導をいただいた当センターの大野正夫先生K深く感謝いたし

ますO

昭和 5 8 年 1 0 月
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